アブリスボ（組み換えRSウイルスワクチン）について

「アブリスボ（Abrysvo）」は、ファイザー社が開発したRSウイルスによる下気道疾患の予防を目的としたワクチンです。妊婦が接種することで、生まれてくる赤ちゃんに抗体が移行し、生後6か月までのRSウイルス感染を防ぐ効果が期待されます。また、60歳以上の高齢者においても、RSウイルス感染症の予防に有効とされています。

対象となる方
· 妊娠24週～36週の妊婦さん
· ワクチン接種により、生後6か月までの赤ちゃんのRSウイルス感染・入院リスクを大幅に減らすことができます。
· 60歳以上の高齢者
· RSウイルス感染症の重症化リスクが高い高齢者に対し、感染予防および重症化のリスクを軽減する効果が期待されます。

接種について
· 接種回数：1回（妊娠中または高齢者ともに1度のみの接種で完了）
· 価格：33,000円（税込・自費診療）
· 接種時期の目安：
· 妊婦：妊娠30週前後に受けることが推奨されています。（詳細は医師とご相談ください）
· 高齢者：RSウイルスの流行前、特に秋から冬にかけての接種が望ましいとされています。

接種のメリット
· 妊婦さん：
· 赤ちゃんへの抗体移行による即時の防御効果
· 生後すぐの赤ちゃんの重症肺炎や細気管支炎の予防
· 高齢者：
· RSウイルスによる重症化リスクの軽減
· 肺炎や呼吸不全などの合併症の予防

詳しくは「アブリスボ.jp」をご覧ください
RSウイルスワクチン「アブリスボ」に関する詳しい情報は、公式サイト 「アブリスボ.jp 」に掲載されています。接種対象や効果、副反応、安全性についての情報がわかりやすくまとめられています。

ご予約・ご相談について
接種には事前予約が必要です。詳細はお電話または受付にてお気軽にお問い合わせください。

八木小児科　072-928-7711
